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群と対照群に無作為割付を行う。介入群に対して 2 週間毎に 1 回 2 時間、計 4 回の短期家族心理
教育を施行する。内容は、広汎性発達障害についての診断や対応などの情報提供と、問題解決療
法を基盤とするプログラムで構成されている。 
 割付から 7 週後（介入終了時）、21 週後の 2 時点で評価を行う。主要評価項目は共分散分析に
よる 21 週後の GHQ 総得点で評価をすることを研究開始前に設定した。統計解析では、反復測定
による分散分析により治療群と評価時点の交互作用を検証した上で、実測値による t 検定と、




目標症例数であった 72 名が研究に参加した。 
表 1 に研究参加者の社会人口統計学的特性を示す。同時並行で受けている訓練や治療の割合と、
患児の診断の内訳以外には統計学的に有意な差を認めなかった。 
研究の流れを図 1 に提示する。介入群で 10 名が介入を完遂しなかったが、全参加者が 7 週後と
21 週後の評価を受け、欠損値はなく intention-to-treat 分析を行った。 
主要評価項目の結果を表 2および図 2に示す。t検定では 7週後、21週後でも有意な差を認めず、
共分散分析では 21 週後の介入群において有意に GHQ28 のスコアが高く、精神的健康度が低いこ
とが示された。 
副次評価項目の結果を表 3 および表 4 に示す。ABC、ZBI の t 検定及び共分散分析において、
7 週後、21 週後においても有意な差を認めなかった。SF36 において、t 検定で 21 週後 MH




結果に影響した可能性がある負の要素として 1)短期間の介入 2)評価尺度の選択 3)必要症例数の












ター児童外来ほか 4 施設で研究対象者を募集し、適格基準を満たす就学前の HFPDD 児の母親を研
究対象とした。割付前の基準日に自記式尺度である GHQ-28（精神的健康度評価項目）、SF-36（健
康関連 QOL 評価項目）、ZBI（介護負担度評価項目）、ABC（児の異常行動評価項目）を用いて、
母親の精神的ストレス等を評価した。同日に無作為割付を行い、介入群では隔週、1 回 2 時間、計 4
回のプログラムを実施した。プログラムの主たる内容は、児への対応などの情報提供と、問題解決療
法に基づく集団精神療法であった。割付 7 週後（介入終了時）と 21 週後の 2 時点で評価と解析を行
い、主要・副次評価項目とも t 検定、共分散解析を行った。主要評価項目は共分散分析での 21 週後
の GHQ-28 総得点とした。 
【結果】72 名が試験に参加した。全参加者が 2 時点で評価を受け、intention-to-treat（ITT）分析
を行った。主要評価項目の結果は有意に介入群の GHQ-28 スコアが高く、精神的健康度が低かっ
た。副次評価項目では 21 週後の共分散分析で有意に SF-36 の心の健康および精神的日常役割機能の
下位尺度得点が低く、介入群の生活の質がより低いことが示された。 
【考察】21 週後で介入群の精神的健康度が低い予想外の結果に影響した要因として、研究の問題点
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